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〔概要〕
防災行政無線システムの老朽化に伴い、町内に敷設した光ブロードバンドを活用した最新の防災情報システム

を導入することで、緊急時にも日常生活にも役立つ情報を、クリアな音声で届けることを実現しています。

〔コラム〕
１９８０年に開設された金山町の防災行政無線システムは、町内各所に設置したスピーカーを通じて、緊急時の
防災放送だけでなく、生活に役立つさまざまな情報を、長年にわたって住民に提供してきました。しかし、老朽化に
よってシステムの維持管理に支障をきたすのではと案じられていました。
システム見直しにあたり、各戸への情報端末などの設置に関わる運用コスト、屋外にいる時でも確実な情報提
供を考慮し、「スピーカーから放送を流す」という情報提供形態はそのままに、新システム導入を検討しました。
そこで導入したのは、光回線を介して防災無線放送を提供するシステムです。街角設置の防災放送塔親局に
音声データを送り、スピーカーを介して情報を住民に届けるものです。高速な光回線を活用することにより、以前の
アナログ無線と比べ、音声は格段にクリアになり、電波混信による雑音や電波ジャックによる不正放送の心配もあり
ません。災害発生時には、消防本部などから直接情報配信が行えるなど、緊急性の高い情報をいち早く住民に知
らせることも可能になり、安心安全な暮らしを実現しています。
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